
１　教科目標

２　評価の観点及びその趣旨

３　指導・評価計画

　他教科・道徳・総合的な
学習の時間・特別活動との
関連

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

① 道徳：生命の尊さ

②観察　ノート

③観察　ノート

①観察　ノート 多様性に「ついて

②観察　ノート　話し合い

③観察　ノート

①観察　ワークシート

道徳：我が国の伝統と文化
の尊重

②観察　ワークシート

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊
かにしている。（(1)イ）

「読むこと」において、文章
に表れているものの見方や
考え方について考えてい
る。

進んで俳句に詠まれた情
景や心情を想像し、学習課
題に沿って、俳句を鑑賞し
て理解したことをもとに、自
分の考えをまとめようとして
いる。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、3句の俳句につい
て情景や心情を想像しなが
ら、音読する。
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、「俳句五句」の
それぞれの句に詠まれてい
る情景や心情を想像しなが
ら、俳句を暗唱する。
５　「考えを持つ」の設問③
に取り組み、「俳句五句」
（あるいは、「扉の俳句八
句」を加えた13句）から1句
を選び、鑑賞したことをまと
める。
言葉の力　俳句の鑑賞
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

・文章に表れているものの
見方を踏まえて、俳句を解
釈する。
・俳句を鑑賞して理解したこ
とをもとに、自分の考えをま
とめる。

4
俳句の読み方、味わ
い方／俳句五句
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・読み深めた詩の内容につ
いて考えを交流する。

4 世界への入口 2

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、文章
を読んで考えを広げたり深
めたりして、言葉について、
自分の考えを持っている。

進んで読み取ったことをも
とに考えを広げたり深めた
りし、学習課題に沿って、自
分の考えを話し合おうとし
ている。

１　タイトル下の問いかけを
確認し、学習の見通しを持
つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「世界への入り口」という
題名に込められている筆者
の思いを捉え、言葉と自分
自身との関わりなどについ
て、考えたことを話し合う。

・読み深めたことを踏まえ、
登場人物の考え方や生き
方について、自分で考えた
ことや感じたことを書く。ま
た、その考えを交流する。

4 生命は 1

令和７年度　　国語科　　年間指導計画・評価計画　　第３学年

言葉による見方・考え方を働かせん、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適
切に使うことができるようにする。

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高
め、思考力や想像力を養う。

言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かに
し、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその能
力の向上を図る態度を養う。

単元(題材)で育成する資質・能力
単元(題材)の評価規準 　主体的・対話的で深い学

びにつながる言語活動

時
期

(

月

)

単元(題材)名

指
導
時
数

「読むこと」において、詩の
構成や展開、表現の仕方
について評価している。

進んで表現に注意して内容
を解釈し、学習課題に沿っ
て、工夫して音読しようとし
ている。

評価方法 主な学習活動

１　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。
２　詩の意味や効果的な表
現を捉え、読み方を工夫し
て音読する。



③振り返り

①観察　ノート

②観察　ノート

③振り返り

①観察　ノート

総合的な学習：プレゼン
テーション等

②観察　ノート　、話し合い

③観察　ノート

①ノート

話の種類とその特徴につい
て理解を深めている。

「話すこと・聞くこと」におい
て、話の展開を予測しなが
ら聞き、聞き取った内容や
表現の仕方を評価して、自
分の考えを広げたり深めた
りしている。

進んで話の内容や表現の
仕方について評価の観点
を考え、学習課題に沿っ
て、主張を評価しながら話
を聞こうとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　手順①～③に取り組
み、評価の観点を考え、主
張を評価しながらスピーチ
を聞く。
言葉の力　話の予測と評価
３　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習や生活で生かしたいこ
とを考える。

・話の展開を予測しながら
聞き、内容や表現の仕方を
評価して、自分の考えを広
げたり深めたりする。

5 送り仮名 1

送り仮名の付け方について
理解し、漢字を文や文章の
中で使っている。

進んで送り仮名の付け方に
ついて理解し、学習課題に
沿って、学んだことを文や
文章の中で生かそうとして
いる。

１　「活用のある語」の前半
を読んで、活用のある語
の、送り仮名の付け方の原
則と例外について理解し、
「問題」①～②に取り組む。
２　「活用のある語」の後半
を読んで、同じ漢字を使っ
た互いに関連のある語の、
送り仮名の付け方について
理解し、「問題」③に取り組
む。
３　「活用のない語」を読ん
で、活用のない語の、送り
仮名の付け方の原則と例
外について理解し、「問題」
④に取り組む。

・送り仮名の付け方につい
て理解し、漢字を文や文章
の中で使う。

5 提案や主張の聞き方 2

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊
かにしている。（(1)イ）

「読むこと」において、文章
に表れているものの見方や
考え方について考えてい
る。

進んで俳句に詠まれた情
景や心情を想像し、学習課
題に沿って、俳句を鑑賞し
て理解したことをもとに、自
分の考えをまとめようとして
いる。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、3句の俳句につい
て情景や心情を想像しなが
ら、音読する。
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、「俳句五句」の
それぞれの句に詠まれてい
る情景や心情を想像しなが
ら、俳句を暗唱する。
５　「考えを持つ」の設問③
に取り組み、「俳句五句」
（あるいは、「扉の俳句八
句」を加えた13句）から1句
を選び、鑑賞したことをまと
める。
言葉の力　俳句の鑑賞
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

・文章に表れているものの
見方を踏まえて、俳句を解
釈する。
・俳句を鑑賞して理解したこ
とをもとに、自分の考えをま
とめる。

5 形 7

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、文章
に表れているものの見方や
考え方について考えてい
る。

進んで作品に表れているも
のの見方や考え方につい
て考え、学習課題に沿っ
て、場面の展開や表現の
仕方に着目しながら作品を
批評しようとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、作品の展開を捉え
る。
４　「読み深める」の設問②
～③に取り組み、古典作品
「松山新介の勇将中村新兵
衛が事」（Ｐ40）と読み比
べ、「形」を批評する。
言葉の力　批評
５　「考えを持つ」の設問④
に取り組み、形の持つ力に
ついて話し合う。
＊「生まれ変わる作品」（Ｐ
41）を読み、翻案について
理解を深めるとよい。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。
７　「広がる言葉」に取り組
み、語感を磨き語彙を増や
す。

・作品に表れているものの
見方や考え方について考
える。
・作品の展開や表現の仕方
に着目し、作品を批評す
る。

4
俳句の読み方、味わ
い方／俳句五句

7



②

③観察

①ノート

③ノート

①観察　ワークシート
道徳：自然愛護
理科、社会、総合的な学習

②観察　ワークシート

③振り返り

文の成分の順序や照応な
ど文の構成について理解し
ている。

進んで文の成分の順序や
照応など文の構成について
理解し、学習課題に沿っ
て、学んだことを話や文章
の中で生かそうとしている。

１　教材（Ｐ48）を読んで、文
の意味が曖昧になっている
原因を考える。また、「考え
よう」に取り組む。適宜、漢
字を確認する。
２　「表現に生きる文法」（Ｐ
224）を読んで、曖昧な文や
分かりづらい文になる原因
と、分かりやすい文の書き
方について理解を深める。
また、「問題」１～２に取り組
む。

・文の成分の順序や照応な
ど文の構成について理解
する。

6 絶滅の意味 13

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている

「読むこと」において、文章
の種類を踏まえて、論理の
展開の仕方などを捉えてい
る。

進んで文章の構成や論理
の展開、表現の仕方につい
て評価し、学習課題に沿っ
て、自分の意見を持とうとし
ている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①～③
に取り組み、まとまりに注
意して、論理の展開を捉え
る。
資「思考のヒント」（Ｐ280）
４　「読み深める」の設問④
に取り組み、書き方の工夫
について評価する。
言葉の力　説得力のある文
章
５　「考えを持つ」の設問⑤
に取り組み、人間と自然と
の関わりについて自分の意
見を持つ。
＊資料（Ｐ59）を読み、考え
を深めるとよい。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。
７　「広がる言葉」に取り組
み、語感を磨き語彙を増や
す。

・文章の構成や論理の展
開、表現の仕方について評
価する。
・文章を読んで考えを広げ
たり深めたりして、人間、自
然などについて、自分の意
見を持つ。

5
表現に生きる文法―
謎の予告状

1

5 送り仮名 1

送り仮名の付け方について
理解し、漢字を文や文章の
中で使っている。

進んで送り仮名の付け方に
ついて理解し、学習課題に
沿って、学んだことを文や
文章の中で生かそうとして
いる。

１　「活用のある語」の前半
を読んで、活用のある語
の、送り仮名の付け方の原
則と例外について理解し、
「問題」①～②に取り組む。
２　「活用のある語」の後半
を読んで、同じ漢字を使っ
た互いに関連のある語の、
送り仮名の付け方について
理解し、「問題」③に取り組
む。
３　「活用のない語」を読ん
で、活用のない語の、送り
仮名の付け方の原則と例
外について理解し、「問題」
④に取り組む。

・送り仮名の付け方につい
て理解し、漢字を文や文章
の中で使う。



①観察　ワークシート

総合的な学習の時間
道徳：自然愛護
理科、社会、家庭

②観察　ワークシート

③振り返り

①観察

③観察

①ノート

③ノート

①観察　ノート

道徳：勤労

②観察　ノート　話し合い

連語や慣用句について理
解し、話や文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで連語や慣用句につ
いて理解し、見通しを持っ
て、学んだことを話や文章
の中で生かそうとしている。

１　導入部分を読んで、連
語や慣用句が話や文章の
中でどのように使われてい
るかを大まかにつかむ。
２　解説部分を読んで、連
語や慣用句について理解
する。適宜、漢字を確認す
る。

・連語や慣用句について理
解し、話や文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにする。

7
何のために「働く」の
か／読書会の方法

3

自分の生き方や社会との
関わり方を支える読書の意
義と効用について理解して
いる。

「読むこと」において、文章
を読んで考えを広げたり深
めたりして、人間、社会など
について、自分の意見を
持っている。

進んで読書の意義と効用
について理解を深め、学習
の見通しを持って、自分の
意見を持とうとしている。

１　「何のために『働く』の
か」（Ｐ72）のタイトル下の問
いかけと「読書会の方法」
（Ｐ80）のリード文を確認し、
学習の見通しを持つ。
２　「何のために『働く』の
か」全文を通読し、働くこと
の意味について自分はどう
考えるか、話し合う。適宜、
漢字を確認する。
３　「読書会の方法」を参考
に、課題型か紹介型かのい
ずれかを選び、読書会を行
う。
＊「世界を広げる本〈働き
方・生き方〉」（Ｐ78）で紹介
されている本を活用し、読
み比べたり読み広げたりし
てもよい。

QR「筆者の言葉（動画）」
資「中学生におすすめの
本」（Ｐ272）

・読書を通して自分の生き
方や社会との関わり方を考
え、人間、社会などについ
て、自分の意見を持つ。

文章の種類とその特徴に
ついて理解を深めている。

「書くこと」において、目的や
意図に応じて、社会生活の
中から題材を決め、集めた
材料の客観性や信頼性を
確認し、伝えたいことを明
確にしている。

進んで集めた材料を検討
し、学習の見通しを持って、
文章の種類を選択したり構
成を工夫したりしながら新
聞を編集している。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、「学習の流
れ」を見て、見通しを持つ。
２　手順①～⑤に取り組
み、グループでテーマを設
定したうえで個人の題材を
決め、集めた情報を吟味し
たり書き方を工夫したりし
て、「環境」の新聞を編集す
る。
言葉の力　情報の信頼性と
客観性の吟味／目的に応
じた文章の種類と構成
資「原稿用紙の使い方・推
敲の観点」（Ｐ278）
３　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習や生活で生かしたいこ
とを考える。
＊前の「情報の信頼性の確
かめ方」と併せて学ぶとよ
い。

QR「学習の流れ（動画）」な

・社会生活の中から題材を
決め、集めた材料の客観性
や信頼性を確認し、伝えた
いことを明確にする。
・目的や意図に応じて文章
の種類を選択し、構成や表
現を工夫する。

6 読み方の難しい漢字 1

読み方の難しい言葉につい
て理解し、漢字を文や文章
の中で使っている。

進んで読み方の難しい言
葉について理解し、学習課
題に沿って、学んだことを
文や文章の中で生かそうと
している。

１　問題①～③に取り組
み、読み方の難しい漢字
や、読み方が同じで意味が
違う漢字があること、適切
な漢字を使い分けることな
どを理解する。

・読み方の難しい言葉につ
いて理解し、漢字を文や文
章の中で使う。

6
「環境」の新聞―編集
して伝えよう

6

連語・慣用句―アイ
スクリーム屋での言
い争い

16



③観察　ノート

①観察、ノート

道徳、総合的な学習：
　　　　多様性、相互理解
　　　　国際理解、友情

②観察、ノート

③振り返り

①

②観察、ノート

③観察、ノート

①観察、ノート 国際理解

②

③観察、ノート

和語、漢語、外来語を使い
分けることを通して、語感を
磨き語彙を豊かにしてい
る。

進んで和語、漢語、外来語
について理解し、見通しを
持って、学んだことを話や
文章の中で生かそうとして
いる。

１　導入部分を読んで、和
語・漢語・外来語の特徴
が、話や文章の中でどのよ
うに表れているのかを大ま
かにつかむ。
２　解説部分を読んで、和
語・漢語・外来語の区別
や、それぞれの特徴につい
て理解する。適宜、漢字を
確認する。

・和語・漢語・外来語の特徴
について理解する。

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、文章
に表れているものの見方や
考え方について考えてい
る。

進んで登場人物のものの
見方や考え方について考
え、学習課題に沿って、場
面の展開や表現の仕方に
着目しながら作品を批評し
ようとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、人物像をつかむ。
４　「読み深める」の設問②
～③に取り組み、表現の工
夫について考える。
言葉の力　表現の工夫
５　「考えを持つ」の設問④
に取り組み、作品について
批評する。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。
７　「広がる言葉」に取り組
み、語感を磨き語彙を増や
す。
＊後の「対比と象徴」と併せ
て学ぶとよい。

・登場人物のものの見方や
考え方について考える。
・作品の展開や表現の工夫
に着目し、作品を批評す
る。

9 対比と象徴 1

「読むこと」において、文章
の構成や表現の仕方につ
いて評価している。

進んで対比と象徴について
理解し、学習課題に沿っ
て、これまでに読んだ作品
について話し合おうとしてい
る。

１　「考えよう」と一コマ漫画
を読んで、学習の見通しを
持つ。
２　「１対比と象徴」を読ん
で、具体例からそれぞれの
意味と役割を理解する。
３　これまでに読んだ文学
作品で「対比」や「象徴」の
例がないか考え、話し合
う。
＊前の「百科事典少女」と
併せて学ぶとよい。

・文学作品における対比と
象徴について理解する。

7
何のために「働く」の
か／読書会の方法

3

自分の生き方や社会との
関わり方を支える読書の意
義と効用について理解して
いる。

「読むこと」において、文章
を読んで考えを広げたり深
めたりして、人間、社会など
について、自分の意見を
持っている。

進んで読書の意義と効用
について理解を深め、学習
の見通しを持って、自分の
意見を持とうとしている。

１　「何のために『働く』の
か」（Ｐ72）のタイトル下の問
いかけと「読書会の方法」
（Ｐ80）のリード文を確認し、
学習の見通しを持つ。
２　「何のために『働く』の
か」全文を通読し、働くこと
の意味について自分はどう
考えるか、話し合う。適宜、
漢字を確認する。
３　「読書会の方法」を参考
に、課題型か紹介型かのい
ずれかを選び、読書会を行
う。
＊「世界を広げる本〈働き
方・生き方〉」（Ｐ78）で紹介
されている本を活用し、読
み比べたり読み広げたりし
てもよい。

QR「筆者の言葉（動画）」
資「中学生におすすめの
本」（Ｐ272）

・読書を通して自分の生き
方や社会との関わり方を考
え、人間、社会などについ
て、自分の意見を持つ。

百科事典少女 4

和語・漢語・外来語―
お化けの館でクイズ
対決

1

9

9



①観察、ノート

道徳：相互理解、慣用

②観察、ノート

③振り返り

①観察，ノート

②観察，ノート

③観察，ノート

文章の種類とその特徴に
ついて理解を深めている。

意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解を深めている。

進んで意見と根拠、具体と
抽象など情報と情報との関
係について理解を深め、学
習課題に沿って、学んだこ
とを話や文章の中で生かそ
うとしている。

１　「考えよう」と一コマ漫画
を読んで、学習の見通しを
持つ。
２　「１論理的な文章」を読
んで、文章の論理的な関係
について理解を深める。
３　「２具体例の関係」を読
んで、文章中の具体と抽象
の関係について理解を深
める。
４　「３根拠の関係」を読ん
で、文章中の意見と根拠の
関係について理解を深め
る。
５　「４反対の関係」を読ん
で、文章中の反対の関係に
ついて理解を深める。
＊前の「受け取る『利他』」
や、後の「『広告』の批評
文」と併せて学ぶとよい。

・具体例、根拠、反対の関
係について理解する。

10 受け取る「利他」 4

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、文章
を批判的に読みながら、文
章に表れているものの見方
や考え方について考えてい
る。

進んで文章に表れている考
えを吟味し、学習課題に
沿って、自分の意見を持と
うとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①～②
に取り組み、筆者の考えを
整理する。
４　「読み深める」の設問③
～④に取り組み、筆者の考
えを捉える。
言葉の力　批判的に読む
５　「考えを持つ」の設問⑤
に取り組み、自分の考えを
まとめる。
＊「『利己』と『利他』」（Ｐ
112）を重ねて読み、考えを
深めるとよい。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。
７　「広がる言葉」に取り組
み、語感を磨き語彙を増や
す。
＊後の「具体例、根拠、反
対の関係」と併せて学ぶと
よい。

QR「筆者の言葉（動画）」な
ど

・文章を批判的に読み、文
章に表れているものの見方
や考え方について考える。
・文章を読んで考えを広げ
たり深めたりして、人間、社
会などについて、自分の意
見を持つ。

具体例、根拠、反対
の関係
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①観察

総合的な学習
美術
情報教育

②観察，ワークシート

③観察，ワークシート

①観察

②観察，ノート

③観察，ノート

①観察，ノート

道徳：我が国の伝統と文化
の尊重

②ノート

「読むこと」において、文章
の種類を踏まえて、詩の構
成や展開の仕方などを捉
えている。

進んで詩の表現の特徴を
捉え、学習課題に沿って、
朗読しようとしている。

１　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。
＊古語や文語文法による
表現については、適宜、意
味を確認する。
２　七五調など、表現の特
徴を捉え、リズムを感じ取り
ながら朗読する。
３　「詩人と作品」（Ｐ128）を
読み、島崎藤村について知
る。

QR「作者の紹介（動画）」な

・表現の特徴を捉え、リズ
ムを感じ取りながら朗読す
る。

10 万葉・古今・新古今 3

歴史的背景などに注意して
古典を読むことを通して、そ
の世界に親しんでいる。

「読むこと」において、和歌
に使われている技法など、
表現の仕方について評価し
ている。

進んで和歌を朗読して和歌
の世界に親しみ、学習課題
に沿って、意味や技法など
を評価しながら鑑賞文をま
とめようとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、和歌のリズムに注
意して朗読する。
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、情景や作者の
心情を想像しながら、読み
味わう。
古典コラム　和歌の修辞
５　「考えを持つ」の設問③
に取り組み、意味や技法を
捉えて、和歌の鑑賞文を書
く。
＊「資料　小倉百人一首」を
読み、作品や文化の継承
について考えを深めるとよ
い。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

QR「朗読（動画）」など

・和歌が詠まれた状況や作
者の心情を想像して朗読
し、和歌の世界に親しむ。
・和歌の意味や使われてい
る技法を捉え、評価する。

10
「広告」の批評文―観
察・分析して論じよう

5

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを
通して、語感を磨き語彙を
豊かにしている。

「書くこと」において、集めた
材料の客観性を確認し、伝
えたいことを明確にしてい
る。

集めた材料の客観性を確
認し、伝えたいことを明確に
することに粘り強く取り組
み、学習の見通しを持っ
て、説得力のある文章を書
こうとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、「学習の流
れ」を見て、見通しを持つ。
２　手順①～⑤に取り組
み、批評文の書き方を確認
する。
＊手順②で、「食品ロス」の
広告Ａ～Ｃそれぞれについ
て観察・分析してみるのも
よい。
言葉の力　広告批評の観
点／説得力のある批評文
の書き方
資「思考のヒント」（Ｐ281）
３　手順①～⑤に従って「問
題」に取り組み、補助犬へ
の理解を促す広告Ａ～Ｃを
観察・分析して、批評文を
書く。
４　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習や生活で生かしたいこ
とを考える。
＊前の「具体例、根拠、反
対の関係」と併せて学ぶと
よい。

QR「学習の流れ（動画）」な

・集めた材料の客観性を確
認し、伝えたいことを明確に
する。
・論理の展開や表現の仕方
を考えたり、資料を適切に
引用したりして、説得力の
ある文章を書く。
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③振り返り

①観察，ノート

道徳：我が国の伝統と文化
の　　尊重、よりよく生きる
喜び

②観察，ノート

③振り返り

①観察，ノート
道徳：礼儀、自主自律
　　　　よりよく生きる喜び

②観察，ノート

歴史的背景などに注意して
古典を読むことを通して、そ
の世界に親しんでいる。

「読むこと」において、文章
の構成や表現の仕方につ
いて評価している。

進んで古典を読んで、その
世界に親しみ、学習課題に
沿って、構成や表現の特徴
と、その効果について話し
合おうとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、表現の特徴に注意
して音読する。
４　「読み深める」の設問②
～③に取り組み、当時の状
況や作者の思いを捉える。
５　「考えを持つ」の設問④
に取り組み、構成や表現の
特徴と、その効果について
話し合う。
古典コラム　俳諧の歴史
＊「資料　芭蕉の『聖地巡
礼』」を読み、作品や文化の
継承について考えを深める
とよい。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

QR「朗読（動画）」など
資「『おくのほそ道』の旅」

・当時の状況や作者の心情
に注意して作品を読み、古
典の世界に親しむ。
・構成や表現の特徴を捉
え、評価する。

11 論語 3

長く親しまれている言葉や
古典の一節を引用するなど
して使っている。

「書くこと」において、表現の
仕方を考えたり古典の言葉
を適切に引用したりするな
ど、自分の考えが分かりや
すく伝わる文章になるよう
に工夫している。

進んで長く親しまれている
言葉を読み味わい、学習課
題に沿って、古典の言葉を
引用しながら自分の考えを
書こうとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、論語の言葉を声に
出して読み味わう。
古典コラム　漢文の読み方
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、孔子の考えに
触れる。
５　「考えを持つ」の設問③
～④に取り組み、古典の言
葉を引用して、自分の考え
を書く。
古典コラム　古典の言葉（Ｐ
152）
＊「資料　世界各地の孔子
廟」を読み、作品や文化の
継承について考えを深める
とよい。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

QR「朗読（動画）」など

・長く親しまれている言葉や
古典の一節を引用し、自分
の考えを分かりやすくまと
める。
・古典の言葉を読んで、人
間、社会について考えを広
げたり深めたりする。

10 万葉・古今・新古今 3

歴史的背景などに注意して
古典を読むことを通して、そ
の世界に親しんでいる。

「読むこと」において、和歌
に使われている技法など、
表現の仕方について評価し
ている。

進んで和歌を朗読して和歌
の世界に親しみ、学習課題
に沿って、意味や技法など
を評価しながら鑑賞文をま
とめようとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、和歌のリズムに注
意して朗読する。
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、情景や作者の
心情を想像しながら、読み
味わう。
古典コラム　和歌の修辞
５　「考えを持つ」の設問③
に取り組み、意味や技法を
捉えて、和歌の鑑賞文を書
く。
＊「資料　小倉百人一首」を
読み、作品や文化の継承
について考えを深めるとよ
い。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

QR「朗読（動画）」など

・和歌が詠まれた状況や作
者の心情を想像して朗読
し、和歌の世界に親しむ。
・和歌の意味や使われてい
る技法を捉え、評価する。
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③観察，ノート

①観察，ノート

道徳：公正、公平、社会正
義
　　　　よりよく生きる喜び
社会

②観察，ノート

③振り返り

①観察，ノート
道徳：礼儀、向上心
総合的な学習

②ワークシート

③ワークシート

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、文章
の種類を踏まえて、作品の
展開の仕方などを捉えてい
る。

進んで人物の思いについて
考えながら作品を読み深
め、学習課題に沿って、考
えたことを話し合おうとして
いる。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①～②
に取り組み、故郷の様子を
比べる。
４　「読み深める」の設問③
～④に取り組み、人物の思
いを読み取る。
５　「考えを持つ」の設問⑤
に取り組み、自分の考えを
広げる。
言葉の力　作品の主題を考
える
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。
７　「広がる言葉」に取り組
み、語感を磨き語彙を増や
す。

QR「作者の紹介（動画）」な
ど

・作品の展開の仕方を捉
え、登場人物のものの見方
や考え方について考えなが
ら、作品を読み深める。
・作品を読み、社会の中で
生きる人間について、自分
の考えを持つ。

条件スピーチ―場面
に応じて話そう

3

敬語などの相手や場に応じ
た言葉遣いを理解し、適切
に使っている。

「話すこと・聞くこと」におい
て、自分の立場や考えを明
確にし、話の構成を工夫し
ている。

相手や目的に応じた話の
内容や展開を考えることに
粘り強く取り組み、学習の
見通しを持って、自分の思
いや考えを分かりやすく伝
えようとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、「学習の流
れ」を見て、見通しを持つ。
２　手順①～④に取り組
み、社会生活とつながりの
ある体験について、話す場
面を想定してスピーチをす
る。
言葉の力　相手や目的に
応じたスピーチ／場面に応
じた話し方
資「思考のヒント」（Ｐ280）
３　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの

・自分の考えを明確にし、
相手や目的に応じて話の
内容や展開を考える。
・場の状況に応じて、自分
の思いや考えが分かりやす
く伝わるように表現を工夫
する。

11 論語 3

長く親しまれている言葉や
古典の一節を引用するなど
して使っている。

「書くこと」において、表現の
仕方を考えたり古典の言葉
を適切に引用したりするな
ど、自分の考えが分かりや
すく伝わる文章になるよう
に工夫している。

進んで長く親しまれている
言葉を読み味わい、学習課
題に沿って、古典の言葉を
引用しながら自分の考えを
書こうとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、論語の言葉を声に
出して読み味わう。
古典コラム　漢文の読み方
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、孔子の考えに
触れる。
５　「考えを持つ」の設問③
～④に取り組み、古典の言
葉を引用して、自分の考え
を書く。
古典コラム　古典の言葉（Ｐ
152）
＊「資料　世界各地の孔子
廟」を読み、作品や文化の
継承について考えを深める
とよい。
６　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習で生かしたいことを考
える。

QR「朗読（動画）」など

・長く親しまれている言葉や
古典の一節を引用し、自分
の考えを分かりやすくまと
める。
・古典の言葉を読んで、人
間、社会について考えを広
げたり深めたりする。

故郷 512

12



①観察，ノート

②

③観察，ノート

①観察，ノート

道徳：生命の尊さ（防災教
育）
技術・家庭・社会、理科

②観察，ノート

③振り返り

道徳：友情、信頼
　　　　家族愛

②観察，話し合い

③観察，ノート

本との付き合い方／
私のベストブック

2

自分の生き方や社会との
関わり方を支える読書の意
義と効用について理解して
いる。

「読むこと」において、文章
を読んで考えを広げたり深
めたりして、人間、社会など
について、自分の意見を
持っている。

進んで読書の意義と効用
について理解を深め、学習
の見通しを持って、これま
での読書体験から選んだ
本について冊子にまとめよ
うとしている。

１　「本との付き合い方」（Ｐ
178）と「私のベストブック」
（Ｐ186）のリード文を読み、
学習の見通しを持つ。
２　読書について書かれた
文章を読み、気づいたこと
や共感したことを話し合う。
３　「私のベストブック」を参

・本を読むことについて考え
を広げたり深めたりすること
で、読書の意義と効用につ
いて理解する。

「書くこと」において、目的や
意図に応じて題材を決め、
集めた材料を検討し、伝え
たいことを明確にしている。

進んで集めた材料を検討し
て伝えたいことを明確にし、
学習課題に沿って、相手や
目的に応じて文章全体を整
えようとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、「学習の流
れ」を見て、見通しを持つ。
２　手順①～④に取り組
み、「10年後の自分」に向け
た思いを手紙に書く。
言葉の力　手紙の材料の
検討／文章全体の推敲
資「思考のヒント」（Ｐ280）／
「手紙の書き方」（Ｐ279）／
「原稿用紙の使い方・推敲
の観点」（Ｐ278）
３　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習や生活で生かしたいこ
とを考える。

QR「学習の流れ（動画）」な
ど

・中学校生活を振り返って
題材を決め、集めた材料を
検討し、伝えたいことを明
確にする。
・相手や目的に応じた表現
になっているかを確かめ
て、文章全体を整える。

いつものように新聞
が届いた―メディアと
東日本大震災

3

理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を
増し、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、文章
を読んで考えを広げたり深
めたりして、人間、社会、自
然などについて、自分の考
えを持っている。

進んで情報やメディアにつ
いて考えを深め、学習課題
に沿って考えたことを話し
合おうとしている。

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、学習の見通
しを持つ。
２　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。適宜、漢字
や語句を確認する。
３　「つかむ」の設問①に取
り組み、文章を読んで印象
に残ったことを挙げる。
言葉の力　情報を深く捉え
る
４　「読み深める」の設問②
に取り組み、情報やメディ
アの意義について考える。
５　「考えを持つ」の設問③
に取り組み、伝え続けるこ
との意義について話し合
う。
言葉の力　情報を深く捉え
る
６　「振り返る」を読み、学習
を通して、自分の考えがど
う広がったのかを振り返
る。

QR「筆者の言葉（動画）」な

・情報やメディアの意義に
ついて考えを深める。

時を超える手紙―今
の思いをまとめよう

5
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②観察，ワークシート

③観察，ワークシート

①観察，ノート

③観察，ノート

②観察，ノート

2

2

2

文法のまとめ―怪盗
Ｘから名品を守ろう

1

1レモン哀歌

単語の類別について理解
を深めている。

合意形成を目指す話
し合い―話し合いで
意見をまとめよう

4

１　「見通す」の問いかけと
目標を確認し、「学習の流
れ」を見て、見通しを持つ。
２　手順①～④に取り組
み、「地域社会をよりよくす
るために、私たちにできるこ
と」というテーマで話し合
い、結論を出す。
言葉の力　多様な意見の
想定／合意形成
３　「振り返る」を読み、学習
を振り返って、これからの
学習や生活で生かしたいこ
とを考える。
＊前の「合意形成の仕方」
と併せて学ぶとよい。

QR「話し合いの例（動画）」
など

１　教材（Ｐ209）を読んで、
文法的な性質の異なる語を
見分ける。また、「考えよう」
に取り組む。適宜、漢字を
確認する。
２　「文法のまとめ」（Ｐ226）
を読んで、文法の復習をす
る。また、「問題」１に取り組
む。

QR「文法ゲーム」など

１　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。
２　この詩の言葉で心に
残ったところを挙げて、そこ
にどんな表現効果が感じら
れるかを話し合う。
３　この詩に描かれている
生と死について考え、感想
をまとめる。

QR「作者の紹介（動画）」な
ど

進んで多様な立場や意見
を想定して伝え合う内容を
検討し、学習の見通しを
持って、互いの発言を生か
しながら話し合って、合意を
形成しようとしている。

進んで文法の復習をし、学
習課題に沿って、学んだこ
とを話や文章の中で生かそ
うとしている。

進んで効果的な表現に注
意して読み、学習課題に
沿って感想をまとめようとし
ている。

・社会生活の中から話題を
決め、多様な立場や意見を
想定し、伝え合う内容を検
討する。
・進行の仕方を工夫したり、
互いの発言を生かしたりし
ながら話し合い、合意を形
成する。

・単語の類別や、単語の活
用、助詞や助動詞などの働
きについて理解を深め、文
法の復習をする。

・効果的な表現に注意して
詩を読む。
・詩に描かれた生と死につ
いて考え、感想を持つ。

「話すこと・聞くこと」におい
て、目的に応じて社会生活
の中から話題を決め、多様
な考えを想定しながら材料
を整理し、伝え合う内容を
検討している。

「読むこと」において、詩の
展開や表現の仕方につい
て評価している。



③観察，ノート

道徳：生命の尊さ、国際理
解
SDGｓ　平和教育
社会、家庭

②観察，ノート

③観察，ノート

①ワークシート

道徳：生命の尊さ、国際理
解
SDGｓ　平和教育
社会、家庭

②ワークシート

③ワークシート

通年 書写 5

[知技]身の回りの 多様な
表現を 通して文字文 化の
豊かさに 触れ，効果的 に
文字を書く こと

[主]進んで身の回りの多様
な表現を通して、文字文化
の豊かさに触れ、効果的に
文字を書こうとしている。

観察・相互評価・作品
１、３年間のまとめ　２、日
常に役立つ書式を学ぶ
３、手書きやハガキを書く

道徳：我が国の伝統と文化
の尊重

105

2

3

生ましめんかな

国際社会と私たち

1

2

3

レモン哀歌

意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解を深めている。

１　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。
２　この詩の言葉で心に
残ったところを挙げて、そこ
にどんな表現効果が感じら
れるかを話し合う。
３　この詩に描かれている
生と死について考え、感想
をまとめる。

QR「作者の紹介（動画）」な
ど

１　全文を通読し、内容を大
まかにつかむ。
２　この詩の中の「私が生ま
せましょう」と「生ましめんか
な」の言葉の違いに着目
し、表現の効果や役割につ
いて考える。
３　この詩の最後の３行に
ついて、感じたことや考えた
ことをまとめ、話し合う。
＊「レモン哀歌」と「生ましめ
んかな」の2編を併せて読
んで、感想や考えをまとめ
る学習に取り組むのもよ
い。

１　教材冒頭と「見通す」の
問いかけを確認し、学習の
見通しを持つ。
２　「好きの地平線を探して
―宇宙からウクライナへ」を
通読し、内容を大まかにつ
かむ。適宜、漢字を確認す
る。
３　資料を読んで、国際社
会と私たちの関係について
理解を深める。
４　設問①に取り組み、筆
者の考えをまとめる。
５　設問②に取り組み、自
分の考えをまとめる。
６　（「話す・聞く」を選択した
場合）設問③に取り組み、
国際社会と私たちの関係に
ついてスピーチをする。
（「書く」を選択した場合）設
問③に取り組み、国際社会
と私たちの関係について意
見文を書く。
７　学習を振り返るととも
に、「未来を考えるための

進んで効果的な表現に注
意して読み、学習課題に
沿って感想をまとめようとし
ている。

進んで効果的な表現に注
意して読み、学習課題に
沿って、感じたことや考えた
ことをまとめ、話し合おうと
している。

進んで国際社会と私たちの
関係について考えを広げた
り深めたりし、これまでの学
習を生かして、自分の考え
を伝えようとしている。

・効果的な表現に注意して
詩を読む。
・詩に描かれた生と死につ
いて考え、感想を持つ。

・効果的な表現に注意して
詩を読む。
・詩に描かれた生と死につ
いて考え、感想を持つ。

・（「話す・聞く」を選択した
場合）自分の考えを明確に
し、論理の展開などを考え
て、話の構成を工夫する。
・（「書く」を選択した場合）
表現の仕方を考えたり資料
を適切に引用したりするな
ど、自分の考えが分かりや
すく伝わる文章になるよう
に工夫する。
・文章を読んで考えを広げ
たり深めたりして、人間、社
会などについて、自分の意
見を持つ。

「読むこと」において、詩の
展開や表現の仕方につい
て評価している。

「読むこと」において、詩の
展開や表現の仕方につい
て評価している。

「話すこと・聞くこと」におい
て、自分の考えを明確に
し、論理の展開などを考え
て、話の構成を工夫してい
る。（「書く」を選択した場
合）「書くこと」において、表
現の仕方を考えたり資料を
適切に引用したりするな
ど、自分の考えが分かりや
すく伝わる文章になるよう
に工夫している。


